


取扱説明書 Sherpa

各部の名称

このたびは、ベルボン製品をお求めいただきまして、まことにありがとうございます。

ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みの上、正しくお使いください。

※記載の数値は平均的な値です。三脚は組み合わせ部品で構成されておりますので、記載数値と若干異なる場合があります。

雲 　　台

全 高（EV含む）

全 高（EV含まず）

 ｴﾚﾍﾞｰﾀｰｽﾗｲﾄﾞ

最 低 高

縮　　 長

脚　　 径

段　　 数

質　　 量

推奨積載質量

クイックシュー

PHD-31Q

1610mm

1314mm

296mm

184mm

453mm

20/17.2/14.4/11.6mm

4段

1090g

1500g

QB-3

製品仕様

カメラネジ

クイックシュー シュー固定レバー

パンハンドル

カメラ台ストッパー

エレベーターストッパー

エレベーター

脚ロックレバー

石突ゴム

センターエンド

開脚調整ノブ

＜ローポジション＞

ロアーコラム

（外したエレベーター下部）



（シェルパ345）rpa 345

１-２.カメラの取り付け方 １-３.カメラの取り付け方

２.雲台の使い方 ３.雲台を交換するには

５-２.開脚角度の調整 ５-３.開脚角度の調整

６.ロアーコラム ７.脚の伸縮

脚を伸ばす時は上の段から順に伸ばします。縮める時
は下の段から順にしまって下さい。脚を最後まで伸ばさ
ないで設置する場合は、できるだけ太い脚を使い、安定
性を高めるようにします。

分割したエレベーター下部を、ロアーコラムと呼びます。
先端に付いているセンターエンドを回して外し、分割部分
にねじ込んで「フタ」にすることができます。

　　  外したロアーコラムを無くさないようご注意下さい。

ローポジション（上図イラスト）にした脚をゆっくり閉じて
いくと、開脚調整ノブが自動的にカチッと左方向へスラ
イドします。この位置がセミローポジションとなります。

外す

センターエンド

ねじ込む

ロアーコラム

シュー固定レバーを最後まで起こすと、クイックシューが
浮き上がりますので、上図の矢印方向へスライドさせな
がら、本体から外します。

カメラ底面のネジ穴に、クイックシューのカメラネジを合
わせ、裏側からコイン等で上図矢印方向へ回し、しっか
りと締め付けます。

雲台を交換する場合は、パンハンドルと三脚のエレベー
ターストッパーをしっかり締め、雲台全体を反時計方向
に回して外して下さい。自由雲台など他の別売雲台に
交換可能です。

※雲台取付ネジ＝UNC1/4（細ネジ）

脚を閉じた状態で、開脚調整ノブをカチッと止まる位置
まで右にスライドさせ、脚をいっぱいに開くとローポジシ
ョンとなります。エレベーターは固定した状態で下部を
回すと分割できます。

※誤ってノブをスライドさせてしまった場合は、「キャン
　 セルボタン」を押して元の位置に戻すことができます。

カチッ！

カチッ！

脚を閉じる

ロアーコラム

脚ロックレバー
（起こして緩める）

太い脚から
　順に伸ばす

分割キャンセルボタン

１-１.カメラの取り付け方

パンハンドルを反時計方向に回し緩めると、カメラの上下
方向が変えられると同時に、水平方向へ回転させること
ができます。カメラ台ストッパーを緩めると、左右両方向
へカメラを傾けることができます。構図が決まった位置で
パンハンドル及びストッパーを締め、シャッターをきります。

②浮いたクイックシューを外します。

①レバーを最後まで
　 起こします。

※矢印の方向へ回して、
　 しっかりと締め付けます。

開放位置

シュー固定レバーを開放位置にした状態で、クイックシュー
をレバー側から斜めに滑らせる様に取り付け、下に押し
付けるとレバーが戻り半自動固定されます。後は手動で
レバーをしっかりと押し込んで下さい。

カメラを取り付ける際は、必ずカメラをしっかりと保持しながら慎重に行ってください。クイックシューが装着部からはみ出したりせず、動かずに確実に固定されている事を確認して下さい。
なおクイックシュー取り付け時に、シュー固定レバーは勢いよく戻ります(半自動固定)。危険ですので、手や顔を近づけないで下さい。
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４.エレベーターの昇降

エレベーターストッパーを回し緩めると、エレベーターの
昇降ができます。必要な位置でストッパーを締めて固定
します。

　　  エレベーターの操作は必ずカメラを手で支えながら
　　  慎重におこなって下さい。

５-１.開脚角度の調整

開く

開脚調整ノブ

開脚調整ノブが自動的にカチッと左へ移動します。

さらに閉じる

開脚調整ノブが再度自動的にカチッと左へ移動します。

さらに脚を閉じていくと、再び開脚調整ノブが自動的に
カチッとスライドし、標準開脚に戻ります。　

上
下




